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Q2: 2016 年予定の関東甲信越ブ

ロックラリーを主催するというが、進

め方はどうするか。 

A2: 本総会にて参加クラブのご賛

同・ご協力をいただけることが確認

されました。今後イベントの形式・日

程・場所の案を理事会で作ります。

そのうえで、別途準備委員会を立ち

上げて詳細を決めることにします。 

 

Q3: 保険料が値上げされたことに

ついて、今後の会費への影響はな

いか。 

A3: 2014 年度は会費据え置きとし

ました。今後会計を圧迫するように

なったら会費値上げを検討します。 

 

Q4: KCA ニュース第 100 号は記念

号にすべきではないか。 

A4: 加盟各クラブからの寄稿をお

願いいたします。寄稿に時間を要

することから、通常記事による第 101

号を第 100 号に先行して発行しま

す。 

 

Q5: 総会での個人会員の待遇に

ついて改善してほしい。 

A5: 規約上は各クラブ代表者を総

会の対象としており、個人会員も増

えた現状に合いません。理事会で

今後検討します。 

 

《この項次ページに続く》 

 

開催日時：2014 年 6 月 15 日(日) 

9:15～12:00 

会場：県立かながわ労働プラザ(L

プラザ) 第 5・6・7 会議室 

参加者： 30 名 

来賓：菅会長代理(菅事務所秘書)

小池文彦様(ご挨拶と表彰のみ) 

KCA 須田監事、KCA 理事 11 名、 

加盟クラブ 10 クラブ 計 14 名 

(神奈川 SSCC、グリーン CC、大師

CC、茅ヶ崎CC、東通相模CC、ドン

キーCC、二俣川 CC、ヨコスカ CC、

ヨコハマミナト CC、若葉 C 愛好会

（五十音順）)、個人会員 3 名 

総会の初めに祝電が披露されま

した。会長代行の加藤元也様と名

誉会長の斉藤文夫様からいただき

ました。 

続いてチャレンジ神奈川の完走

者と 10 ポイント賞の獲得者の表彰

式を行いました。小池文彦様にプレ

ゼンターを務めていただきました。 

チャレンジ神奈川 2013 の完走者

はヨコスカ CC の鈴木光則様 1 名で

す。今年は通算 5 年目(2009～

2013)なので、鈴木様は 5 年連続完

走されたことで「グランド完走賞」も

受賞されました。同期間2回以上の完

走者も、努力賞として 3 名が表彰され

ました。 

また、10ポイント賞は14名が表彰され

ました。 

総会議事では、菅 KCA 理事（東

通相模 CC）を議長に選出し、各議

題について報告と説明が行われま

した。 

1) 2013 年度事業活動報告 

2) 2013 年度収支決算報告ならび

に収支決算監査報告 

3) 2014 年度事業活動計画 

4) 2014 年度収支予算説明 

終了後、加盟クラブ代表者懇談

会へ移り、活発な意見交換がなされ

ました。 

おもな質疑応答は、以下の通りで

す。 

 

Q1: 特別会計の目的である大会開

催準備金とは何か 

A1: 2016 年予定の関東甲信越ブ

ロックラリーを KCA で主催します。こ

れの準備金とするもので、開催まで

は特別会計をこのまま維持します。 

2014 年 KCA 総会報告 多くのご意見ありがとうございました 

 
総会の表彰式でプレゼンターを務めら

れる会長代理 小池様 

 

総会会場 
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「KCA 総会報告」 

《前ページからの続き》 

 

さらに総会では多くのご意見をちょう

だいしました。貴重なご意見ありがと

うございました。今後理事会で方策

を協議し、会員の皆様のご期待に沿

えるよう進めてまいります。 

 

◆ KCA 会員減少をどのように考え

るのか。また、その方策として何をす

るのか。協会員を増やす努力をして

ほしい。 

 

◆ 対外的な広報宣伝の方法をよく

考えていただきたい。「横浜カーフリ

ーデー」参加は、KCA 情報発信の

良い機会である。KCA ホームページ

も、もっと外へ向けて発信し活用して

ほしい。 

 

◆ KCA ホームページには、必要な

費用を投入して、内容を充実してほ

しい。 

 

◆ KCA ホームページには各イベン

トの開催要項などを決定次第、掲載

してほしい。 

 

◆ 会員に配布される各種行事の

開催要項には、集合場所を正しく分

かりやすく記してほしい。 

 

KCA「のんびりサイクリング 2014」 

山（というより丘）から海（港と船）へ 

鶴見川流域センターで浅見理事挨拶 

2014 年 7 月 6 日（日） 

のんびりサイクリングも今回で 6 回

目（子供に例えると来年はピカピカ

の一年生）。早いものです。昨日ま

でのはっきりしない天候とは打って

変り、当日は晴天で空気は涼しく、よ

きサイクリング日和となりました。 

集合場所は、今回協力していた

だいた鶴見川流域センター。受付開

始 9:30 のところ、参加の皆様が早め

に到着してきたので開門を早めてい

ただき、受付終了時刻には大半が

到着。定刻に協会挨拶の後、鶴見

川流域センターの担当者から鶴見

川の歴史、治水、環境対策等の説

明。続いて鶴見川に生息する魚を

水槽に見ながら、上流、中流、下流

に生息している魚の名前と説明があ

り、一同熱心に聞き入っていました。 

集合写真を撮りいよいよスタートで

す。 

 

スタート地点の鶴見川流域センター 
 

走行して小机城址市民の森に到

着。一歩足を踏み入れるとひんやり

していて涼しいです。ここは徳川家

康の関東入府の時、最終的に廃城

とされました。現在は整備されてい

て、本丸跡、二の丸跡などが保存さ

れています。 

見物後、日産スタジアムを横に見

ながら走行、岸根公園で休憩、早め

に自由に昼食タイム。池にはたくさ

んの亀が甲羅干しをしていました。 

その後、六角橋、みなとみらいを

通過して山下公園着。港内遊覧船

「マリーン・シャトル」乗船希望者は

自転車を置いて氷川丸横の桟橋か

ら40分コースに乗船（当日の駐輪見

守り担当、大湖、浅見）。本日は祭

日でイベントが多くあり、人波であふ

れ、駐輪に苦労しました。13:20 出

航、14:00 帰港で無事終了しました。

 

乗船した方々に感想を聞いたとこ

ろ、一様に、横浜港に来ても乗船す

る機会がなかった、港内から見たパ

ノラマ風景や間近にベイブリッジ、氷

川丸を船首から見られた（普段は船

尾から）、そしてサイクリスト同士の交

流もできて良かった、との言葉を聞

き、ホッとすると同時に来年ものんび

り楽しんでいただける企画作りをせ

ねばと実感しています。（当日の参

加者 27 名、乗船者 17 名） 

KCA 理事 浅見仁信(個人会員) 
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「春季ｻｲｸﾘﾝｸﾞ大会」同時開催 「ﾁｬﾚﾝｼﾞ神奈川 2014 第一回」に参加して 

 

 

 

 

 

 
 

 

 


